『キーパーソンの働き方  「替えの利かない人材」が持つ3つの思考法』（仮）

第一章　「替えの利かない人材」になりたい
· 混沌の20代、終わりなきキャリア迷子生活の中で
· 市場価値とは、スキルや専門性のことではない——英語と中国語を話せて国家資格も持っているのに、自分の居場所が
· どこにもなかった私の話
· 「能力が高い」「知識がある」だけの人は、実はいくらでも替えが利く悲しい現実
· AIが発達すればするほど、「何を言うか」より「誰が言うか」の重要性が加速していく
· 残酷なAIがあらゆるビジネススキルを溶かしていくこの時代に、私は、どうしてもあなたと働きたいのです。
· 社内調整でも、営業でも、転職面接やフリーランスの仕事でも共通する「キーパーソンの働き方」

第二章　職場で必要とされる人は、常に相手のことを考えている
· 地上最強の武器は、剣ではなく鏡である
· 「やりたい仕事」が見つからないなら、まずは「求められる仕事」をやれ
· 「それでも、あの人ならきっと何とかしてくれる」——信頼はどこから生まれるのか
· 本当に大事なものは、決して効率化できない
· あの日、あの時、あの場所で、相手を思って行動できていたならば
· 今日の敵は明日の友——あなたのマウンティングは、コンサルの仕事術より美しい。
· セルフブランディングではなく、チームデザインを最優先に考える
· 「替えの利かない人材」が持っている３つの思考法

第三章　思考法① 気遣いの匠
· 奇跡を起こすな、素敵を狙え
· 職場で今日から使える「あ」「い」「う」「え」「お」
· 「そういえば、フジロック行ったんですか？」が持つ破壊力
· 令和の若手に「お前はどうしたいの？」は絶対禁句
· 部下を持ったら最初に身に付けるべき大事な習慣
· 世界一流エリート宴会部長の仕事術
· あえて、社内の人たちと「名刺交換」をする理由
· 優しさと、切なさと、「もう、ええでしょう。」

第四章　思考法② 距離感のマジック
· “ちょうどいい” コミュニケーションが好感度を上げる
· 「メールは即レス」よりも1000000倍大事なこと
· 頭のよい人がやっている「自作自演」タスク管理術のススメ
· 新しい職場に移った後、最初の３ヶ月でやるべきこと
· あなたの苦しみを食べたい。——恐怖政治の鬼マネージャーが涙をこぼした理由
· 「長い付き合いだから買ってあげる」ではなく「初対面だけどあなたから買いたい」へ
· 「No.」と言う代わりに、センスの良い代案を3つ出す
· 白って200色あんねん。——白黒ハッキリさせないことのメリット
· 嘘くさい八方美人ではなく、誰よりも優しい一匹狼になれ

第五章　思考法③ 準備の革命
· ローパフォーマーをハイパフォーマーに変える「準備」の戦略
· 打ち合わせで主導権を握る人が、こっそり5分前にやっていること
· 「個人的にはこう思います」ではなく、「結論はAかBかの二択です」
· 常に一目置かれるのは、「エイヤ」で「叩き台」を作れる人
· 心の中に「ディフェンスに定評のある池上」を飼え
· まずは場所を押さえろ、話はそれからだ
· 議事録を制す者は、仕事を制す
· リモートワーク時代に存在感を放つ人が、2日前に置いていた布石
· 「無人島に連れていきたい部下」ポジションを狙え

最終章　そこが、あなたの居場所になるから
· 神はサイコロを振らない、フリーザ様に元気玉は撃てない
· 「誰かのために働く」一貫した姿勢が、結果的に自分自身のキャリアを守る
· 会社を辞める時に「もっとあなたと働きたかった」と惜しまれる人になれるか
· 市場価値とは、「代替不可能性」のことである
· 余人をもって代えがたい人には、「居場所」が与えられる
· 置かれた場所で咲きなさい。置かれた場所じゃなくてもきっと咲けるよ、あなたなら。
